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第
二
章

文
を
構
成
す
る
成
分
と
基
本
文
型

漢
文
、
す
な
わ
ち
古
典
中
国
語
を
構
造
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
ま
ず
文
を
構
成
す
る
基
本
的
な
成
分
と
そ
の
関
係
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

１
．
文
の
成
分

文
は
、
主
語
と
述
語
、
目
的
語
と
い
う
主
要
成
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

そ
れ
を
補
足
修
飾
す
る
付
加
的
な
成
分
と
し
て
、
連
体
修
飾
語
、
連
用
修
飾

語
、
補
語
が
あ
る
。
こ
れ
ら
六
つ
を
文
の
成
分
と
呼
ぶ
。

①
主
語

主
に
文
の
先
頭
に
置
か
れ
る
名
詞
ま
た
は
名
詞
句
で
、
述
語
が
表
す
動
作

や
作
用
、
状
態
な
ど
の
主
体
を
表
す
語
を
主
語
と
い
う
。

※

中
国
語
の
語
法
学
で
は
、
主
に
文
頭
に
置
か
れ
た
名
詞
や
名
詞
句
を
主
語
と
す
る

考
え
方
と
、
動
作
の
主
体
を
主
語
と
す
る
考
え
方
に
学
者
の
意
見
が
二
分
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
で
は
前
者
が
主
流
。
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
う
。

主
語
は
述
語
と
の
関
係
か
ら
、
次
の
四
つ
の
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

ア
、
施
事
主
語

述
語
の
動
作
や
行
為
を
行
う
主
体
を
表
す
主
語
を
施
事
主
語
と
い
う
。

せ

じ

項

王

笑
。

（
史
記
・
項
羽
本
紀
）

フ

▼
項
王
笑
ふ
。

か
う
わ
う
わ
ら

▽
項
王
が
笑
う
。

述
語
「
笑
」
と
い
う
動
作
を
行
う
主
体
が
ほ
か
な
ら
ぬ
「
項
王
」
。
つ
ま
り
施
事

フ

主
語
で
あ
る
。

イ
、
受
事
主
語

述
語
の
動
作
や
行
為
を
受
け
る
客
体
を
表
す
主
語
を
受
事
主
語
と
い
う
。

じ
ゆ

じ

主

辱
。

（
韓
非
子
・
存
韓
）

メ
ラ
ル

▼
主

辱

め
ら
る
。

し
ゆ
は
づ
か
し

▽
主
人
が
辱
め
ら
れ
る
。

主
人
が
誰
か
を
辱
め
る
の
で
は
な
く
、
主
人
が
誰
か
に
辱
め
ら
れ
る
の
意
。
し
た

が
っ
て
「
主
」
は
受
け
手
に
な
る
か
ら
受
事
主
語
だ
。

胡

可

伐
。

（
韓
非
子
・
説
難
）

シ
レ

ツ

▼
胡
伐
つ
べ
し
。

こ

う

▽
胡
の
国
が
攻
め
て
よ
い
。
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「
ど
こ
の
国
を
攻
め
れ
ば
よ
い
か
。
」
と
い
う
鄭
の
武
公
の
問
い
に
対
し
て
、
家

て
い

臣
が
答
え
た
も
の
。
胡
が
ど
こ
か
の
国
を
攻
め
る
の
で
は
な
く
、
鄭
の
攻
め
る
対
象

が
胡
そ
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
味
的
に
は
「
胡
を
攻
め
て
よ
い
」
と
い
う
こ

と
。
こ
の
よ
う
に
攻
め
ら
れ
る
対
象
な
の
で
、
「
胡
」
は
受
事
主
語
に
な
る
。

ウ
、
存
在
主
語

「
有
」
を
用
い
る
存
在
文
に
お
い
て
は
、
構
造
上
の
目
的
語
が
意
味
上
の

リ

主
語
に
あ
た
る
。
そ
の
意
味
上
の
主
語
が
ど
こ
に
存
在
す
る
か
と
い
う
場
所

や
範
囲
を
表
す
の
が
、
文
の
構
造
上
の
主
語
で
、
こ
れ
を
存
在
主
語
と
い
う
。

ま
た
、
「
在
」
を
用
い
る
所
在
文
で
、
そ
こ
に
存
在
す
る
主
体
を
表
す
主

リ

語
も
存
在
主
語
と
呼
ぶ
。
存
在
文
と
は
次
の
よ
う
な
文
だ
。

斉

有

孟

嘗

君
。

（
史
記
・
春
申
君
列
伝
）

ニ

リ
二

一

▼
斉
に
孟

嘗

君
有
り
。

せ
い

ま
う
し
や
う
く
ん

あ

▽
斉
国
に
孟
嘗
君
が
い
た
。

口
語
訳
を
見
れ
ば
、
あ
た
か
も
「
孟
嘗
君
」
が
主
語
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
意
味
上
の
主
語
で
あ
っ
て
、
構
造
的
に
は
文
頭
の
名
詞
「
斉
」
が
主
語
、

す
な
わ
ち
存
在
主
語
に
な
る
。
意
味
上
の
主
語
「
孟
嘗
君
」
が
ど
こ
に
い
る
か
と
い

う
と
、
「
斉
」
に
い
る
わ
け
だ
。
つ
ま
り
存
在
主
語
は
意
味
上
の
主
語
が
存
在
す
る

場
所
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

動
詞
「
有
」
に
は
「
も
つ
」
と
い
う
所
有
の
意
味
が
あ
る
が
、
あ
え
て
言
え
ば
、

リ

「
場
所
『
斉
』
が
孟
嘗
君
を
も
つ
」
と
考
え
れ
ば
、
「
斉
」
が
主
語
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
飲
み
込
み
や
す
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
「
～
に
―
が
あ
る
」
と
い
う
存
在
文
で
は
、
意
味
上
の
主
語

が
存
在
す
る
範
囲
や
場
所
を
、
存
在
主
語
が
表
す
。

※

存
在
文
と
同
じ
構
造
を
と
る
文
と
し
て
現
象
文
が
あ
る
。
「
雨

雪
」
（
雪
が
降

ふ
ルレ

る
）
、
「
雨

霜
」
（
霜
が
お
り
る
）
な
ど
、
自
然
現
象
が
発
生
す
る
こ
と
を
表
す

ふ
ルレ

文
を
現
象
文
と
い
う
が
、
人
や
事
物
の
出
現
や
消
失
を
表
す
存
在
文
と
同
じ
性
質
を

も
つ
。
こ
の
形
式
の
文
に
つ
い
て
は
、
無
主
語
文
の
項
で
後
述
す
る
。
な
お
、
存
在

文
と
現
象
文
を
併
せ
て
存
現
文
と
呼
ぶ
。

そ
ん
げ
ん

次
の
文
は
、
所
在
文
だ
。

孔

子

在

陳
。

（
孟
子
・
尽
心
下
）

リ
レ

ニ

▼
孔
子
陳
に
在
り
。

こ
う

し

ち
ん

あ

▽
孔
子
が
陳
に
い
る
。

陳
に
い
る
主
体
が
「
孔
子
」
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
、
「
孔
子
」
は
存

在
主
語
。
そ
の
孔
子
が
ど
こ
に
存
在
し
て
い
る
か
を
表
す
の
が
「
在
」
を
用
い
る
所

リ

在
文
の
働
き
だ
。
も
し
こ
れ
が
「
陳

有

孔

子

」
で
あ
れ
ば
、
陳
に
誰
が
存
在
す

ニ

リ二

一

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
表
す
存
在
文
に
な
る
。
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◇
「
有
」
と
「
在
」
の
違
い

リ

リ

「
有
」
と
「
在
」
は
、
と
も
に
人
や
事
物
の
存
在
を
表
す
動
詞
だ
が
、

リ

リ

字
義
や
用
い
ら
れ
方
に
は
違
い
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本

邦
の
荻
生
徂
徠
が
明
快
に
述
べ
て
い
る
。

お
ぎ
ゆ
う

そ

ら
い

有
ト
無
ト
對
ス

在
ハ
没
又
去
ト
對
ス

有
ハ
只
ア
リ

在
ハ
ニ
ア
リ

ト
心
得
ル
ナ
リ

在
ハ
マ
シ
マ
ス
ト
ヨ
ミ
テ
居
ル
意
ニ
使
フ
モ
同
ジ

コ
ト
ナ
リ

有
字
ノ
下
ハ
物
ナ
リ

在
字
ノ
下
、
居
處
ナ
リ

市

有

人

人

在

市

コ
レ
ニ
テ
ヨ
ク
ス
ム
ゾ

『
訓
訳
示
蒙
』

ニ

リレ

リレ

ニ

▽
「
有
」
は
「
無
」
の
反
義
で
あ
る
。
「
在
」
は
「
没
」
ま
た
は
「

去
」
の
反
義
で
あ
る
。
「
有
」
は
た
だ
「
あ
り
」
、
「
在
」
は
「

に
あ
り
」
と
理
解
す
る
の
だ
。
「
在
」
は
「
ま
し
ま
す
」
と
読
ん

で
「
居
る
」

の
意
味
で
用
い
る
の
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
「
有
」

の
字
の
下
は
物
で
あ
る
。
「
在
」
の
字
の
下
は
場
所
で
あ
る
。

「
市

有

人
」
、
「
人

在

市
」
、
こ
れ
で
了
解
で
き
る
。

ニ

リレ

リレ

ニ

要
す
る
に
「
有
」
は
存
在
を
表
し
「
在
」
は
場
所
を
表
す
と
い
う
こ
と

リ

リ

だ
。
し
た
が
っ
て
「
有
」
の
下
に
は
存
在
す
る
物
が
置
か
れ
、
「
在
」

リ

リ

の
下
に
は
存
在
す
る
場
所
が
示
さ
れ
る
。

市

有

人
。

…

「
人
」
の
存
在
を
表
す

ニ

リレ

▼
市
に
人
有
り
。

い
ち

ひ
と

あ

▽
市
場
に
人
が
い
る
。

人

在

市
。

…
人
が
い
る
「
場
所
」
を
表
す

リレ

ニ

▼
人
市
に
在
り
。

ひ
と
い
ち

あ

▽
人
が
市
場
に
い
る
。

エ
、
主
題
主
語

述
語
が
描
写
し
た
り
述
べ
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
対
象
と
な
る
主
題
を

表
す
主
語
を
主
題
主
語
と
い
う
。

兵

少
、
食

尽
。

（
史
記
・
項
羽
本
紀
）

ナ
ク

ク

▼
兵
少
な
く
、

食

尽
く
。

へ
い
す
く

し
よ
く

つ

▽
兵
士
は
少
な
く
、
食
料
は
尽
き
た
。

「
兵
」
が
ど
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
少
な
い
の
で
あ
り
、
「
食
」
が
ど
う
で
あ

る
の
か
と
い
う
と
尽
き
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
兵
や
食
に
つ
い
て
描
写
し
て
述
べ
て
い

る
の
で
、
「
兵
」
「
食
」
は
そ
れ
ぞ
れ
主
題
主
語
に
な
る
。

晏

子

賢

人

也
。

（
説
苑
・
奉
使
）

ハ

▼
晏
子
は
賢
人
な
り
。

あ
ん

し

け
ん
じ
ん
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▽
晏
子
は
賢
人
で
あ
る
。

「
晏
子
」
と
い
う
人
物
が
ど
う
で
あ
る
か
、
す
な
わ
ち
賢
人
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
「
晏
子
」
が
主
題
主
語
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
語
は
必
ず
し
も
行
為
主
・
動
作
主
と
は
限
ら
な
い
の

で
、
注
意
が
必
要
。
ま
た
、
主
語
は
文
の
先
頭
に
置
か
れ
る
名
詞
ま
た
は
名

詞
句
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
語
（
「
我
」
な
ど
の
代
詞
、
「
一
人
」
な

ど
の
数
量
詞
な
ど
）
だ
。
し
た
が
っ
て
、
主
語
を
構
成
す
る
語
や
語
句
は
必

ず
名
詞
ま
た
は
名
詞
句
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
の
は
、

文
の
成
分
を
見
極
め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

②
述
語

主
語
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
動
作
・
状
態
・
性
質
を
述
べ
る

語
を
述
語
と
い
う
。
漢
文
す
な
わ
ち
古
典
中
国
語
で
は
、
原
則
と
し
て
述
語

は
主
語
の
後
に
置
か
れ
る
。
中
国
の
文
法
用
語
で
は
謂
語
と
呼
ば
れ
る
が
、

い

ご

同
じ
意
味
で
あ
る
。

主
語

述
語

顔

淵

死
。

（
論
語
・
先
進
）

ス

▼
顔
淵
死
す
。

が
ん
ゑ
ん

し

▽
顔
淵
が
死
ん
だ
。

こ
の
例
は
、
主
語
「
顔
淵
」
＋
述
語
「
死
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
「
死

顔

ス

淵
」
の
語
順
に
は
絶
対
に
な
ら
な
い
。
「
死

顔

淵
」
だ
と
、
語
順
か
ら
「
顔
淵
を

死
す
」
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
漢
文
に
お
い
て
は
、
こ
の

こ
ろ語

順
が
鉄
則
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
押
さ
え
て
ほ
し
い
。

こ
の
よ
う
な
「
主
語
＋
述
語
」
の
構
造
を
主
述
構
造
と
い
う
。

主
語

述
部

子

貢

問

政
。

（
論
語
・
顔
淵
）

フ
レ

ヲ
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▼
子
貢

政

を
問
ふ
。

し

こ
う
ま
つ
り
ご
と

と

▽
子
貢
が
政
治
を
問
う
た
（
＝
政
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
質
問
し
た
）
。

こ
の
例
は
、
ま
ず
施
事
主
語
と
し
て
「
子
貢
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
子
貢
が
ど
う
し

た
の
か
を
「
問

政
」
の
部
分
で
述
べ
て
い
る
。
前
の
例
の
「
顔

淵

死
」
と
構
造

フレ

ヲ

ス

的
に
異
な
る
の
は
、
述
語
が
単
独
で
用
い
ら
れ
ず
に
、
目
的
語
「
政
」
を
伴
っ
て
い

る
点
だ
。

こ
の
よ
う
に
述
語
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
修
飾
す
る
語
、
後
述
す
る
目
的
語

や
前
置
詞
句
、
語
気
詞
や
そ
の
他
の
修
飾
語
が
含
ま
れ
て
複
数
の
語
句
か
ら

な
る
、
主
語
に
対
す
る
叙
述
内
容
を
述
部
と
呼
ぶ
。
な
お
、
述
部
の
中
心
に

な
る
述
語
の
こ
と
を
中
心
語
と
い
う
。

※

厳
密
に
は
、
文
法
を
論
じ
る
か
ら
に
は
、
述
部
と
述
語
の
区
別
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
だ
が
、
こ
の
章
以
降
、
本
書
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
特
に
区
別
が
必
要

な
場
合
を
除
い
て
、
「
不

食

」
（
否
定
副
詞
「
不
」
が
中
心
語
「
食
」
を
修
飾
）

レ

ラ
ハ

な
ど
、
副
詞
等
が
述
語
を
前
置
修
飾
し
て
い
る
述
部
を
も
あ
え
て
述
語
と
呼
ぶ
こ
と

が
あ
る
。

主
語

述
部

始

皇

大

笑
。

（
史
記
・
白
起
王
翦
列
伝
）

イ
ニ

フ

▼
始

皇

大
い
に
笑
ふ
。

し

く
わ
う
お
ほ

わ
ら

▽
始
皇
帝
は
大
い
に
笑
っ
た
。

こ
の
例
も
、
主
語
「
始
皇
」
の
動
作
を
叙
述
す
る
部
分
「
大

笑
」
が
、
二
つ
の
語

イ
ニ

フ

か
ら
な
る
述
部
で
あ
る
。
副
詞
「
大

」
が
動
詞
「
笑
」
を
修
飾
し
て
い
る
が
、
述

イ
ニ

フ

部
の
中
心
語
は
「
笑
」
で
あ
る
。

フ

漢
字
は
そ
の
性
質
と
働
き
か
ら
、
名
詞
や
動
詞
、
形
容
詞
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
品
詞
に
分
類
さ
れ
る
が
、
述
語
に
は
主
語
と
の
関
係
か
ら
、
主
に
動
詞
、

形
容
詞
が
用
い
ら
れ
、
判
断
を
示
す
場
合
に
は
名
詞
が
述
語
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
主
語
と
述
語
の
構
造
そ
の
も
の
が
主
述
述
語
と
し
て
、
述
語

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
、
名
詞
が
述
語
と
な
る
場
合
（
名
詞
述
語
）

「
（
何
は
）
何
で
あ
る
」
と
い
う
、
述
語
が
名
詞
ま
た
は
名
詞
句
で
、
「

主
語
＝
述
語
」
の
関
係
を
表
す
文
。
こ
の
よ
う
な
文
を
判
断
文
と
い
う
。

主
語

述
語

Ａ

Ｂ
。

（
Ｂ
は
名
詞
）

（
ハ
）

ナ
リ

▼
Ａ
（
は
）
Ｂ
な
り
。

▽
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
。

主
語

述
語
（
述
部
）

農
、
天

下

之

本
。

（
史
記
・
孝
文
本
紀
）

ハ

ナ
リ
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▼
農
は
、
天
下
の
本
な
り
。

の
う

て
ん

か

も
と

▽
農
業
は
、
国
の
基
本
で
あ
る
。

主
題
主
語
「
農
」
に
対
し
て
、
叙
述
さ
れ
た
「
天

下

之

本
」
（
国
の
基
本
）
と

い
う
名
詞
句
が
述
語
に
な
っ
て
判
断
を
表
す
文
を
構
成
し
て
い
る
。

主
語

述
語

仁
、
人

心

也
。

（
孟
子
・
告
子
上
）

ハ

ノ

述
部

▼
仁
は
、
人
の

心

な
り
。

じ
ん

ひ
と

こ
こ
ろ

▽
仁
は
、
人
の
心
で
あ
る
。

主
題
主
語
「
仁
」
が
、
名
詞
句
「
人

心
」
だ
と
述
語
で
判
断
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ノ

な
お
、
文
末
の
「
也
」
を
含
め
て
述
部
と
す
る
が
、
「
也
」
は
判
断
の
語
気
を
表

す
語
気
詞
。
判
断
文
の
文
末
に
は
こ
の
「
也
」
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
く
て

も
意
味
は
通
じ
る
。
無
理
に
訳
し
分
け
れ
ば
、
「
仁
、
人

心

」
は
「
仁
は
、
人
の

ハ

ノ

ナ
リ

心
」
、
「
仁
、
人

心

也
」
な
ら
「
仁
は
、
人
の
心
だ
」
ぐ
ら
い
の
感
じ
に
な
る
が
、

ハ

ノ

訓
読
で
は
前
者
も
「
ナ
リ
」
を
つ
け
て
読
む
わ
け
で
、
自
然
な
日
本
語
訳
と
い
う
観

点
か
ら
は
、
同
じ
に
訳
し
て
よ
か
ろ
う
。

イ
、
動
詞
が
述
語
と
な
る
場
合
（
動
詞
述
語
）

「
何
が
ど
う
す
る
」
と
い
う
、
述
語
が
動
作
行
為
を
表
す
文
。

主
語

述
語

Ａ

Ｂ
。

（
Ｂ
は
動
詞
）

ス

▼
Ａ
Ｂ
す
。

▽
Ａ
が
Ｂ
す
る
。

主
語

述
語

漢

王

怒
。

（
史
記
・
留
侯
世
家
）

ル

▼
漢
王
怒
る
。

か
ん
わ
う
い
か

▽
漢
王
は
怒
っ
た
。

動
詞
「
怒
」
が
述
語
で
、
こ
こ
で
は
自
動
詞
。
動
詞
が
述
語
に
な
る
場
合
、
目
的

ル

語
を
伴
わ
ず
に
単
独
で
主
述
文
を
作
る
の
は
、
こ
の
例
の
よ
う
に
主
と
し
て
自
動
詞

の
場
合
だ
。
た
と
え
ば
日
本
語
で
も
「
私
は
笑
う
」
な
ら
、
そ
う
か
い
？
と
納
得
す

る
と
こ
ろ
だ
が
、
「
私
は
食
べ
た
」
と
人
が
言
っ
た
場
合
は
、
「
何
を
？
」
と
、
そ

の
対
象
を
聞
き
た
く
な
る
も
の
だ
。
そ
れ
は
通
常
、
他
動
詞
は
「
何
を
食
べ
る
」
と

い
う
ふ
う
に
目
的
語
を
伴
う
こ
と
が
自
然
だ
か
ら
だ
。
こ
れ
は
漢
文
で
も
同
じ
こ
と
。

主
語

述
部

王

大

怒
。

（
列
子
・
湯
問
）

イ
ニ

ル

▼
王
大
い
に
怒
る
。

わ
う
お
ほ

い
か

▽
王
は
と
て
も
怒
っ
た
。

著者の許諾なく、複写・複製・印刷・配布することを禁じます。（ 「漢文学びのとびら」 https://xuexi.mokuren.ne.jp/kantobi/）



印
刷
・複
写
禁
止

- 52 -

副
詞
「
大

」
が
述
語
「
怒
」
を
連
用
修
飾
し
て
「
大

怒
」
が
述
部
に
な
る
。

イ
ニ

ル

イ
ニ

ル

ウ
、
形
容
詞
が
述
語
と
な
る
場
合
（
形
容
詞
述
語
）

「
何
が
ど
う
で
あ
る
」
と
い
う
、
述
語
が
感
情
、
事
物
の
性
質
や
状
態

な
ど
を
表
す
文
。

主
語

述
語

Ａ

Ｂ
。

（
Ｂ
は
形
容
詞
）

（
ハ
）

ナ
リ

▼
Ａ
（
は
）
Ｂ
な
り
。

▽
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
。

主
語

述
語

志

念

深
。

（
史
記
・
管
晏
列
伝
）

シ

▼
志
念
深
し
。

し

ね
ん
ふ
か

▽
思
慮
が
深
い
。

形
容
詞
「
深
」
が
述
語
。
主
題
主
語
「
志
念
」
の
状
態
が
「
深
い
」
と
形
容
詞
述

シ

語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

主
語

述
語

主
語

述
語

月

明

秋

水

寒
。

（
李
白
「
賦
得
白
鷺
鷥
送
宋
少
府
入
三
峡
」
）

ラ
カ
ニ
シ
テ

シ

▼
月
明
ら
か
に
し
て
秋
水
寒
し
。

つ
き
あ
き

し
う
す
い
さ
む

▽
月
は
明
る
く
秋
の
川
の
水
は
冷
た
い
。

主
題
主
語
「
月
」
「
秋
水
」
に
対
し
て
、
述
語
「
明

」
（
明
る
い
）
「
寒
」
（

ラ
カ
ナ
リ

シ

冷
た
い
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
形
容
詞
だ
。

「
明
」
は
「
あ
き
ら
か
な
り
」
と
日
本
語
の
形
容
動
詞
と
し
て
読
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
は
日
本
語
の
上
で
の
品
詞
で
あ
っ
て
、
古
典
中
国
語
で
は
、
人
の
感
覚
・
感
情
、

事
物
の
性
質
や
状
態
を
表
す
語
は
、
す
べ
て
形
容
詞
に
分
類
さ
れ
る
。

エ
、
主
述
構
造
が
述
語
と
な
る
場
合
（
主
述
述
語
）

述
部
自
体
が
「
主
語
＋
述
語
」
の
構
造
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
述
部
の
構
造
を
主
述
述
語
と
呼
ぶ
。
日
本
語
の
「
象
は
鼻
が
長
い
」
に
似

た
表
現
に
な
る
。

主
語

述
部

主
語

述
部

Ａ
、
Ｂ

Ｃ
。

・

Ａ
、
Ｂ

Ｃ
。

（
Ｂ
Ｃ
は
主
述
関
係
）

（
ハ
）

ナ
リ

ス

主
語

述
語

主
語

述
語

▼
Ａ
、
Ｂ
（
は
）
Ｃ
な
り
。
・
Ａ
、
Ｂ
Ｃ
す
。

▽
Ａ
は
、
Ｂ
が
Ｃ
で
あ
る
。
・
Ａ
は
、
Ｂ
が
Ｃ
す
る
。
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主
語

述
部

王
、
年

少
。

（
史
記
・
南
越
列
伝
）

シ

主
語

述
語

▼
王
、
年
少
し
。

わ
う

と
し
わ
か

▽
王
は
、
年
齢
が
若
い
。

こ
の
文
は
、
主
語
（
王
）
＋
述
部
【
主
語
（
年
）
＋
述
語
（
少
）
】
と
い
う
構
造

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
述
部
が
「
年
齢
が
若
い
」
と
い
う
「
主
語
＋
述
語
」
の
構
造
に

な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

主
語

述
部

紂
、
愈

淫

乱

不

止
。

（
史
記
・
殷
本
紀
）

レ

マ

主
語

述
部

▼
紂
、

愈

淫
乱
止
ま
ず
。

ち
う

い
よ
い
よ
い
ん
ら
ん

や

▽
紂
王
は
、
い
よ
い
よ
淫
乱
な
行
い
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

少
し
複
雑
な
形
に
な
る
が
、
こ
れ
も
「
淫

乱

不

止
」
（
淫
乱
が
や
ま
な
い
）

レ

マ

の
部
分
が
主
述
述
語
に
な
る
。
つ
ま
り
、
主
語
（
紂
）
＋
述
部
【
愈
＋
主
語
（
淫

乱
）
＋
述
部
（
不

止

）
】
と
い
う
構
造
だ
。
主
述
述
語
で
あ
る
上
に
、
「
愈
」
や

レ

マ

「
不
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
に
複
雑
に
見
え
る
が
、
文
の
根
幹
は
「
主
語
＋
述

語
」
の
形
に
過
ぎ
な
い
。

③
目
的
語
（
賓
語
）

述
語
の
後
に
置
か
れ
て
、
述
語
の
作
用
の
客
体
を
表
す
名
詞
や
名
詞
句
を

目
的
語
と
い
う
。
述
語
が
表
す
動
作
行
為
の
他
動
性
の
対
象
（
～
を
）
や
、

依
拠
す
る
場
所
（
～
で
）
・
起
点
（
～
よ
り
）
・
帰
着
点
（
～
に
）
・
対
象
（
～

に
）
な
ど
、
ま
た
、
作
り
出
さ
れ
る
結
果
（
＝
生
産
性
の
結
果
）
（
～
と
（

す
る
）
・
～
と
（
い
う
）
・
～
と
（
聞
く
）
）
な
ど
を
表
す
。

※

中
国
の
文
法
用
語
で
は
賓
語
と
い
う
。
「
賓
」
は
「
客
」
の
意
で
、
述
語
の
客
体

ひ
ん

ご

に
な
る
語
だ
か
ら
「
賓
語
」
と
呼
ぶ
の
だ
が
、
日
本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
た

め
、
類
似
し
た
用
語
と
し
て
本
書
で
は
目
的
語
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
文
の
場
合
、

愛

人
。

ス
レ

ヲ

▼
人
を
愛
す
。

ひ
と

あ
い

▽
人
を
愛
す
る
。

述
語
「
愛
」
と
い
う
行
為
が
直
接
及
ぶ
他
動
性
の
対
象
、
す
な
わ
ち
客
体
は

ス

「
人
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
他
動
性
の
目
的
語
に
な
る
。

ま
た
、
次
の
文
の
場
合
、

著者の許諾なく、複写・複製・印刷・配布することを禁じます。（ 「漢文学びのとびら」 https://xuexi.mokuren.ne.jp/kantobi/）



印
刷
・複
写
禁
止

- 54 -

月

入

山
。

ル
レ

ニ

▼
月
山
に
入
る
。

や
ま

い

▽
月
が
山
に
入
る
。

述
語
「
入

」
の
作
用
が
何
を
拠
り
所
に
す
る
か
を
「
山
」
が
示
す
。
し
た

ル

が
っ
て
「
山
」
は
依
拠
性
の
目
的
語
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
文
の
場
合
、

項

梁

号

武

信

君
。

ス
二

ト
一

▼
項

梁

武
信
君
と
号
す
。

か
う
り
や
う

ぶ

し
ん
く
ん

が
う

▽
項
梁
が
（
自
分
の
こ
と
を
）
武
信
君
と
名
付
け
た
。

述
語
「
号
」
は
「
名
付
け
る
」
と
い
う
作
用
を
、
「
武
信
君
」
は
「
号
し

ス

た
」
結
果
の
生
産
物
を
表
す
の
で
、
生
産
性
の
目
的
語
で
あ
る
。

※

日
本
の
漢
文
教
育
で
は
、
訓
読
の
際
に
「
～
を
」
と
読
む
語
と
、
「
～
に
」
「
～

よ
り
」
「
～
と
」
な
ど
と
読
む
語
を
区
別
し
、
用
語
も
そ
れ
ぞ
れ
目
的
語
と
補
語
な

ど
と
区
別
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
古
典
中
国
語
で
は
共
に
賓
語
で
あ
っ
て
、

別
の
成
分
と
し
て
区
別
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

述
語
＋
目
的
語
の
構
造
の
こ
と
を
述
語
構
造
ま
た
は
述
目
構
造
と
い
う
。

述
語
＋
目
的
語

…

述
語
構
造
（
述
目
構
造
）

目
的
語
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
述
語
の
後
に
置
か
れ
る
。

「
主
語
＋
述
語
」
（
主
述
構
造
）
の
語
順
が
漢
文
構
造
の
鉄
則
で
あ
る
よ
う

に
、
「
述
語
＋
目
的
語
」
（
述
語
構
造
）
の
語
順
も
構
造
の
鉄
則
で
あ
る
。

ア
、
述
語
の
対
象
な
ど
を
表
す
目
的
語

述
語
に
対
し
て
、
そ
の
他
動
性
の
対
象
や
、
依
拠
性
と
し
て
動
作
行
為
が

行
わ
れ
る
場
所
・
起
点
・
到
達
点
な
ど
、
ま
た
、
生
産
性
と
し
て
動
作
行
為

に
よ
り
作
り
出
さ
れ
る
結
果
な
ど
を
表
す
。

述
語

目
的
語

Ｂ

Ａ
。

▼
Ａ
を
Ｂ
す
。

▽
Ａ
を
Ｂ
す
る
。

他
動
性
の
目
的
語

スレ

ヲ

Ｂ

Ａ
。

▼
Ａ
に
Ｂ
す
。

▽
Ａ
に
Ｂ
す
る
。

依
拠
性
の
目
的
語

スレ

ニ

Ｂ

Ａ
。

▼
Ａ
よ
り
Ｂ
す
。

▽
Ａ
よ
り
Ｂ
す
る
。

依
拠
性
の
目
的
語

スレ

ヨ
リ

Ｂ

Ａ
。

▼
Ａ
と
Ｂ
す
。

▽
Ａ
と
Ｂ
す
る
。

生
産
性
の
目
的
語

スレ

ト
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主
語

述
語

目
的
語

王

好

戦
。

（
孟
子
・
梁
恵
王
上
）

ム
レ

ヒ
ヲ

▼
王

戦

ひ
を
好
む
。

わ
う
た
た
か

こ
の

▽
王
は
戦
争
を
好
む
。

述
語
「
好
」
の
後
の
目
的
語
「
戦
」
が
「
好
」
の
他
動
性
の
対
象
を
表
し
て
い
る
。

ム

ヒ

ム

主
語

述
語

目
的
語

患

生

不

徳
。

（
後
漢
書
・
文
苑
列
伝
上
）

ヒ
ハ

ズ
二

ヨ
リ一

▼

患

ひ
は
不
徳
よ
り

生

ず
。

わ
ざ
わ

ふ

と
く

し
や
う

▽
災
い
は
徳
が
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
。

目
的
語
「
不

徳
」
は
「
徳
が
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
い
う
名
詞
句
。
述
語
「

生
」
に
後
置
さ
れ
、
依
拠
性
の
目
的
語
、
す
な
わ
ち
生
ま
れ
る
起
点
を
表
し
て
い
る
。

ズ
述
語

目
的
語

述
語

目
的
語

転

禍

為

福
。

（
史
記
・
蘇
秦
列
伝
）

ジ
テレ

ヒ
ヲ

ス
レ

ト

▼

禍

ひ
を
転
じ
て
福
と
為
す
。

わ
ざ
わ

て
ん

ふ
く

な

▽
災
い
を
転
じ
て
福
に
す
る
。

一
つ
め
の
目
的
語
「
禍
」
は
述
語
「
転
」
の
他
動
詞
の
対
象
を
表
す
が
、
二
つ
め

ヒ

ズ

の
目
的
語
「
福
」
は
述
語
「
為
」
と
い
う
行
為
の
生
産
性
の
結
果
を
表
し
て
い
る
。

ス

主
語

述
語

目
的
語

主
語

述
語

目
的
語

将

軍

戦

河

北
、
臣

戦

河

南
。

（
史
記
・
項
羽
本
紀
）

ハ

ヒ
二

ニ
一

ハ

フ
二

ニ
一

▼

将

軍
は
河
北
に

戦

ひ
、
臣
は
河
南
に

戦

ふ
。

し
や
う
ぐ
ん

か

ほ
く

た
た
か

し
ん

か

な
ん

た
た
か

▽
将
軍
は
黄
河
の
北
で
戦
い
、
私
は
黄
河
の
南
で
戦
い
ま
し
た
。

依
拠
性
の
目
的
語
「
河

北
」
「
河

南
」
は
、
述
語
「
戦
」
と
い
う
行
為
が
行
わ

フ

れ
た
場
所
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な
目
的
語
を
場
所
目
的
語
（
処
所
賓
語
）
と
い
う
。

し
よ
し
よ
ひ
ん

ご

主
語

述
語

目
的
語

漢

王

至

洛

陽
。

（
十
八
史
略
・
西
漢
）

ル
二

ニ
一

▼
漢
王
洛
陽
に
至
る
。

か
ん
わ
う
ら
く
や
う

い
た

▽
漢
王
は
洛
陽
に
到
着
し
た
。

依
拠
性
の
目
的
語
「
洛

陽
」
は
、
述
語
「
至
」
に
対
し
て
帰
着
点
を
表
し
て
い
る
。

ル

目
的
語
と
述
語
の
関
係
は
常
に
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
以
外

に
も
原
因
や
比
較
の
対
象
を
表
す
な
ど
、
述
語
に
対
す
る
目
的
語
の
関
係
は

多
岐
に
わ
た
り
、
語
と
語
の
関
係
や
、
文
脈
か
ら
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
、
存
在
文
の
目
的
語

「
Ａ

有

Ｂ
」
（
Ａ
に
Ｂ
が
あ
る
）
や
「
Ａ

無

Ｂ
」
（
Ａ
に
Ｂ
が
な

ニ

リ
レ

ニ

シ
レ

い
）
と
い
う
、
存
在
・
不
存
在
を
表
す
形
式
を
存
在
文
と
い
う
。

存
在
文
で
は
、
構
造
上
の
目
的
語
Ｂ
が
文
の
意
味
上
の
主
語
に
あ
た
り
、
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構
造
上
の
主
語
Ａ
（
存
在
主
語
）
は
そ
の
意
味
上
の
主
語
Ｂ
（
目
的
語
）
が

存
在
す
る
場
所
や
範
囲
、
あ
る
い
は
意
味
上
の
主
語
Ｂ
が
表
す
内
容
の
発
生

・
実
現
し
て
い
る
対
象
を
表
す
。

存
在
文
の
形
式

主
語

述
語

目
的
語

主
語

述
語

目
的
語

Ａ

有

Ｂ
。

・

Ａ

無

Ｂ
。

（
ニ
）

リレ

（
ニ
）

シレ

場
所
範
囲

意
味
上
の
主
語

場
所
範
囲

意
味
上
の
主
語

▼
Ａ
（
に
）
Ｂ
有
り
〔
無
し
〕
。

あ

な

▽
Ａ
に
Ｂ
が
あ
る
・
い
る
〔
な
い
・
い
な
い
〕
。

主
語

述
語

目
的
語

山

頂

有

大

池
。

（
夢
渓
筆
談
・
雑
誌
一
）

ニ

リ
二

一

▼
山

頂

に
大
池
有
り
。

さ
ん
ち
や
う

だ
い

ち

あ

▽
山
頂
に
大
き
な
池
が
あ
る
。

「
大
き
な
池
が
あ
る
」
と
い
う
日
本
語
訳
か
ら
す
れ
ば
、
あ
た
か
も
「
大

池
」
が

主
語
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
主
語
は
「
山

頂
」
で
あ
る
。
「
有
」
は
本
来
「
も

リ

つ
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
で
、
「
山
頂
が
大
き
な
池
を
も
つ
」
と
い
う
構
造
か
ら
存

在
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。
し
た
が
っ
て
、
「
山

頂
」
が
存
在
主
語
で
、
「

大

池
」
が
目
的
語
に
な
る
。
こ
の
目
的
語
は
本
来
「
有
」
（
も
つ
）
の
他
動
性
の

リ

目
的
語
だ
が
、
「
大

池
」
が
意
味
上
の
主
語
と
な
り
、
構
造
上
の
主
語
「
山

頂
」

が
、
そ
の
「
大

池
」
の
存
在
す
る
場
所
を
示
し
て
い
る
わ
け
だ
。

主
語

述
語

目
的
語

帝

有

慚

色
。

（
晋
書
・
何
充
列
伝
）

リ
二

一

▼
帝
慚

色

有
り
。

て
い
ざ
ん
し
よ
く

あ

▽
帝
に
は
恥
じ
入
る
様
子
が
あ
っ
た
。

こ
の
文
で
は
、
「
慚

色
」
（
恥
じ
入
る
様
子
）
が
見
ら
れ
た
の
は
「
帝
」
で
あ
り
、

主
語
「
帝
」
は
場
所
と
い
う
よ
り
も
そ
れ
が
発
生
し
て
い
る
対
象
と
考
え
る
べ
き
。

こ
れ
も
「
帝
が
慚
色
を
も
つ
」
が
元
々
の
構
造
だ
と
考
え
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
い
。

「
有
」
の
原
義
は
「
肉
を
手
に
持
ち
押
し
出
す
」
の
意
で
、
「
も
つ
」
の

リ

意
を
生
じ
た
の
で
、
本
来
の
「
も
つ
」
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
、
同
様

に
「
Ａ

有

Ｂ
」
の
形
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
①
の
「
述

（
ニ
）

リ
レ

語
の
対
象
な
ど
を
表
す
目
的
語
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

主
語

述
語

目
的
語

我

有

旨

酒
。

（
詩
経
・
小
雅
「
鹿
鳴
」
）

リ
二

一

▼
我
旨
酒
有
り
。

わ
れ

し

し
ゆ

あ

▽
私
に
は
う
ま
い
酒
が
あ
る
。
（
＝
私
は
う
ま
い
酒
を
も
っ
て
い
る
。
）

所
有
を
表
す
「
有
」
の
例
。
普
通
は
こ
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
が
、
「
有
」
が
所
有

リ

リ
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を
表
す
時
は
、
「
我

有

旨

酒

」
ま
た
は
「
我

有

旨

酒

」
と
、
「
も
ツ
・

も
ツ二

ヲ一

た
も
ツ二

ヲ一

た
も
ツ
」
と
読
む
こ
と
も
あ
る
。

「
有
」
の
対
義
語
で
あ
る
「
無
」
も
、
「
存
在
し
な
い
・
も
た
な
い
」
と

リ

シ

い
う
意
味
の
動
詞
だ
。
「
有
」
と
同
様
の
構
造
を
と
っ
て
、
非
存
在
・
非
所

リ

有
を
表
す
。
「
Ａ

無

Ｂ
」
（
Ａ
に
Ｂ
が
な
い
）
の
形
を
と
っ
て
非
存
在

ニ

シ
レ

を
表
す
場
合
、
こ
れ
も
存
在
文
と
い
い
、
非
存
在
文
と
は
い
わ
な
い
。

主
語

述
語

目
的
語

国

無

盗

賊
。

（
韓
非
子
・
外
儲
説
左
上
）

ニ

シ
二

一

▼
国
に
盗
賊
無
し
。

く
に

た
う
ぞ
く

な

▽
国
に
盗
賊
が
い
な
い
。

「
無
」
は
「
有
」
の
対
。
右
の
例
は
「
国

有

盗

賊

」
（
国
に
盗
賊
が
い
る
）

シ

リ

ニ

リ二

一

の
反
対
の
意
味
を
表
し
、
目
的
語
「
盗

賊
」
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
存
在
主

語
「
国
」
は
、
い
わ
ば
目
的
語
「
盗

賊
」
が
存
在
し
な
い
エ
リ
ア
を
表
し
て
い
る

．
．
．
．
．

の
だ
。

ち
な
み
に
、
「
無
」
は
「
な
シ
」
と
日
本
語
の
形
容
詞
で
訓
読
す
る
が
、
古
典
中

国
語
の
品
詞
は
動
詞
で
あ
る
。

◇
存
在
文
に
準
じ
る
表
現

「
Ａ

有

Ｂ
」
や
「
Ａ

無

Ｂ
」
に
準
じ
る
表
現
と
し
て
、
次
の

ニ

リ
レ

ニ

シ
レ

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ａ

多

Ｂ
。

（
Ａ
に
Ｂ
が
多
い
。
）

（
ニ
）
お
ほ
シレ

Ａ

少

Ｂ
。

（
Ａ
に
Ｂ
が
少
な
い
。
）

（
ニ
）

す
く
ナ
シ

レ

Ａ

寡

Ｂ
。

（
Ａ
に
Ｂ
が
少
な
い
。
）

（
ニ
）

す
く
ナ
シ

レ

「
多
」
「
少

」
「
寡

」
は
本
来
の
品
詞
は
形
容
詞
だ
が
、
こ
の
形

シ

ナ
シ

ナ
シ

式
で
は
目
的
語
Ｂ
を
と
っ
て
述
語
構
造
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
「
多
く

も
つ

→

多
く
存
在
す
る
」
、
「
少
な
く
も
つ

→

少
な
く
存
在
す

る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
の
よ
う
に
働
い
て
述
語
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

主
語

述
語

目
的
語

地

多

積

雪
。

（
隋
書
・
北
狄
列
伝
）

ニ

シ
二

一

▼
地
に
積
雪
多
し
。

ち

せ
き
せ
つ
お
ほ

▽
地
に
積
雪
が
多
い
。

「
多
」
「
少

（
寡

）
」
も
目
的
語
が
意
味
上
の
主
語
に
あ
た
り
、
構
造
上

シ

ナ
シ

ナ
シ

の
主
語
は
そ
の
目
的
語
が
多
い
（
少
な
い
）
場
所
や
範
囲
・
対
象
を
表
す
。
こ
こ

で
は
、
目
的
語
「
積

雪
」
が
多
い
範
囲
が
主
語
「
地
」
に
な
る
。
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ウ
、
判
断
文
の
目
的
語

対
象
に
対
し
て
表
現
者
の
主
観
的
な
判
断
を
示
す
表
現
を
判
断
文
と
い
う
。

日
本
語
で
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
か
「
Ａ
は
Ｂ
に
似
る
」
な
ど
の
表
現
が
こ

れ
に
あ
た
る
。
こ
の
表
現
に
述
語
と
し
て
「
で
あ
る
・
だ
」
と
い
う
意
味
の

動
詞
や
「
似
る
・
～
の
よ
う
だ
」
と
い
う
意
味
を
表
す
動
詞
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
そ
の
後
に
判
断
さ
れ
た
内
容
を
表
す
名
詞
ま
た

は
名
詞
句
が
目
的
語
と
し
て
置
か
れ
る
。

ａ
、
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う
表
現

「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
に
は
、
漢
文
で
は
「
Ａ

Ｂ

」

ハ

ナ
リ

と
表
現
す
る
だ
け
で
も
十
分
可
能
だ
。
し
か
し
、
文
の
主
語
と
述
語
を
結
ぶ

働
き
を
す
る
語
（
繋
辞
）
と
し
て
判
断
を
表
す
動
詞
「
為
」
や
「
是
」
を
用

け
い

じ

リ

レ

い
る
表
現
形
式
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
語
訳
す
れ
ば
「
だ
・
で
あ
る
」
に

あ
た
る
の
で
動
詞
と
い
う
の
が
飲
み
込
み
に
く
い
が
、
こ
の
「
為
」
「
是
」

リ

レ

は
、
い
わ
ば
英
語
のbe

動
詞
に
相
当
す
る
と
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

こ
れ
ら
が
述
語
と
な
り
、
何
で
あ
る
か
と
い
う
内
容
を
表
す
名
詞
を
目
的
語

と
し
て
後
に
と
る
。

「
為
」
は
、
動
詞
の
本
義
「
～
と
な
る
・
担
う
」
と
い
う
意
味
か
ら
の
派

た
リ

生
義
で
、
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
繋
辞
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ａ

為

Ｂ
。

（
ハ
）

リレ

▼
Ａ
（
は
）
Ｂ
た
り
。

．

▽
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
。

（
書
き
下
し
文
の
傍
点
部
は
漢
字
を
平
仮
名
書
き
す
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

主
語

述
語

目
的
語

主
語

述
語

目
的
語

爾

為

爾
、
我

為

我
。

（
孟
子
・
公
孫
丑
上
）

ハ

リ
レ

ハ

リ
レ

▼

爾

は

爾

た
り
、
我
は
我
た
り
。

な
ん
ぢ

な
ん
ぢ

わ
れ

わ
れ

▽
あ
な
た
は
あ
な
た
で
あ
り
、
私
は
私
で
あ
る
。

述
語
「
為
」
は
「
だ
・
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
を
表
す
動
詞
。
こ
こ
で
は
「
爾
」

リ

（
あ
な
た
）
「
我
」
（
わ
た
し
）
が
そ
れ
ぞ
れ
「
為
」
の
目
的
語
に
な
る
。
「
あ
な

リ

た
は
あ
な
た
と
為
る
・
あ
な
た
は
あ
な
た
を
担
う
」
か
ら
「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
あ

な

る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
「
爾
」
が
「
為
」
の
目
的

リ

語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
飲
み
込
み
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

「
君

君
、

臣

臣
」
（
君
は
君
で
あ
り
、
臣
は
臣
で
あ
る

「
論
語
・
顔
淵
」
）

ハ

タ
リ

ハ

タ
リ

な
ど
の
例
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
右
の
例
も
「
爾

爾
、
我

我

」
と
表
現
で
き
る
は

ハ

ナ
リ

ハ

ナ
リ

ず
だ
が
、
こ
れ
ら
の
後
の
方
の
「
君
」
や
「
爾
」
は
、
名
詞
で
あ
り
な
が
ら
実
質
的

な
意
味
と
し
て
「
君
主
・
あ
な
た
」
を
も
つ
と
共
に
、
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
形
式

的
な
動
詞
的
働
き
を
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
形
式
的
な
働
き
を
「
為
」
で
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表
現
し
た
の
が
、
右
の
例
に
な
ろ
う
か
。

訓
読
で
は
目
的
語
か
ら
必
ず
返
っ
て
読
む
の
で
返
読
文
字
と
し
て
扱
う
。
ま
た
、

「
為
」
は
古
典
中
国
語
と
し
て
は
動
詞
だ
が
、
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い

ら
れ
る
場
合
、
日
本
語
の
助
動
詞
「
た
り
」
と
読
み
な
ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
書
き
下
す
際
に
は
平
仮
名
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
意
味
の

「
為
」
を
日
本
語
の
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
と
読
み
誤
る
間
違
い
が
目
立
つ
が
、

そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
助
動
詞
「
た
り
」
は
体
言
に
し
か
接
続
し

な
い
の
で
、
「
為
」
に
返
る
語
に
は
送
り
仮
名
が
な
い
こ
と
が
判
断
材
料
に
な
る
。

リ

こ
の
「
為
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
古
典
中
国
語
と
し
て
の
品
詞
と
、
訓

リ

読
し
た
時
の
日
本
語
の
品
詞
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
異
な
る
言
語
間
で
は

当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
た
り
」
と
訓
読
し
て
い
る
か
ら
「
で
あ
る
」
と
い
う
意

味
な
の
で
は
な
く
、
「
為
」
が
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
あ
た
る
動
詞
だ
か
ら

「
た
り
」
と
翻
訳
（
＝
訓
読
）
し
た
の
だ
と
い
う
考
え
方
の
方
向
性
が
大
切
だ
。

「
是
」
も
繋
辞
と
し
て
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
「
是
」
は

こ
レ

レ

も
と
も
と
代
詞
で
、
「
○
○
○
○
、
是

―

」
（
○
○
○
○
は
、
そ
れ
は
―

ハ

レ

ナ
リ

で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
複
雑
な
主
語
「
○
○
○
○
」
を
、
代
詞
「
是
」
で
受

レ

け
て
指
示
す
る
形
で
用
い
ら
れ
た
も
の
が
、
後
に
複
雑
で
な
い
主
語
に
対
し

て
も
用
い
ら
れ
、
繋
辞
と
し
て
の
働
き
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
繋
辞
と
し
て
の
用
法
は
古
く
に
も
若
干
見
ら
れ
る
も
の
の
、

頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
魏
晋
の
時
代
以
降
で
、
現
代
中
国
語

で
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

Ａ

是

Ｂ
。

（
ハ
）

レ

ナ
リ

▼
Ａ
（
は
）
是
れ
Ｂ
な
り
。

こ

▽
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
。

主
語

述
語

目
的
語

我

是

五

児

之

父
。

（
北
史
・
隋
宗
室
諸
王
列
伝
）

ハ

レ

ナ
リ

▼
我
は
是
れ
五
児
の
父
な
り
。

わ
れ

こ

ご

じ

ち
ち

▽
私
は
五
人
の
子
の
父
で
あ
る
。

「
是
」
も
英
語
のbe

動
詞
と
似
た
働
き
で
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
動

レ

詞
。
こ
こ
で
は
「
五

児

之

父
」
が
動
詞
述
語
「
是
」
の
判
断
し
た
内
容
を
表
す

レ

目
的
語
だ
。
し
た
が
っ
て
、
「
是
」
が
常
に
判
断
文
の
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と

レ

は
限
ら
ず
、
「
こ
れ
・
こ
の
」
「
彼
」
な
ど
と
い
う
意
味
の
代
詞
と
し
て
用
い
ら
れ

た
り
、
構
造
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

な
お
、
判
断
文
の
動
詞
と
し
て
の
「
是
」
は
、
訓
読
の
習
慣
と
し
て
「
こ
れ
」
と

読
む
が
、
具
体
的
な
指
示
内
容
を
も
つ
指
示
代
詞
と
は
異
な
る
の
で
、
「
こ
れ
」
と

は
訳
さ
な
い
。

ｂ
、
「
Ａ
は
Ｂ
に
類
似
す
る
（
同
じ
で
あ
る
）
」
と
い
う
表
現

主
語
Ａ
と
目
的
語
Ｂ
が
類
似
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
等
で
あ
る
こ
と
を
表

す
時
に
は
、
動
詞
「
如

」
や
「
若

」
、
「
猶

」
「
由

」
な
ど
を
用
い
て

ご
と
シ

ご
と
シ

な
ホ

ご
と
シ

な
ホ

ご
と
シ
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表
現
す
る
。

こ
れ
ら
は
訓
読
で
は
「
ご
と
シ
」
ま
た
は
「
な
ホ
～
ノ
ご
と
シ
」
と
読
ん

で
、
日
本
語
で
は
助
動
詞
に
な
り
、
じ
ゃ
っ
か
ん
飲
み
込
み
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
古
典
中
国
語
で
は
い
ず
れ
も
「
似
る
」
の
意
味
に
近
い
動
詞
で

あ
る
。

Ａ

如

Ｂ
。
・

Ａ

若

Ｂ
。

（
ハ
）

シレ

ノ

（
ハ
）

シレ

ノ

▼
Ａ
（
は
）
Ｂ
の
ご
と
し
。

．
．

▽
Ａ
は
Ｂ
の
よ
う
で
あ
る
。
・
Ａ
は
Ｂ
と
同
じ
で
あ
る
。

Ａ

猶

Ｂ
。
・

Ａ

由

Ｂ
。

（
ハ
）

ホシレ

ノ

（
ハ
）

ホシレ

ノ

▼
Ａ
（
は
）
猶
ほ
〔
由
ほ
〕
Ｂ
の
ご
と
し
。

．
．

な

な

▽
Ａ
は
Ｂ
の
よ
う
で
あ
る
。
・
Ａ
は
Ｂ
と
同
じ
で
あ
る
。

主
語

述
語

目
的
語

白

髪

如

霜

草
。

（
李
白
「
覧
鏡
書
懐
」
）

シ
二

ノ
一

▼
白
髪
霜
草
の
ご
と
し
。

は
く
は
つ
さ
う
さ
う

▽
白
髪
が
霜
の
お
り
た
草
の
よ
う
で
あ
る
。

「
如

」
は
「
従
順
で
あ
る
」
が
本
義
の
字
で
、
「
言
い
つ
け
通
り
に
す
る
」
か
ら

ご
と
シ

「
似
る
」
と
い
う
類
似
・
同
等
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
動
詞
。
後
に
何
に
似

る
か
を
表
す
目
的
語
と
し
て
名
詞
や
名
詞
句
を
伴
い
、
主
語
と
目
的
語
が
類
似
す
る

こ
と
を
表
し
、
「
～
と
同
じ
で
あ
る
」
「
～
の
よ
う
で
あ
る
」
な
ど
と
訳
す
。
こ
こ

で
は
、
白
髪
が
霜
の
お
り
た
草
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

訓
読
で
は
、
日
本
語
の
助
動
詞
「
ご
と
し
」
と
し
て
読
み
、
常
に
目
的
語
か
ら
返

っ
て
読
む
の
で
、
返
読
文
字
と
し
て
扱
う
。
ま
た
、
助
動
詞
と
し
て
読
む
の
で
書
き

下
す
際
は
平
仮
名
に
す
る
の
が
普
通
。

日
本
語
の
「
ご
と
し
」
は
、
体
言
や
活
用
語
の
連
体
形
に
接
続
す
る
が
、
そ
の
場
合
、

助
詞
「
が
」
「
の
」
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
使
い
分
け
に
は
微
妙
な
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
漢
文
訓
読
で
は
一
般
に
「
体
言
＋
の
ご
と
し
」
、
「
活
用
語
の
連
体
形
＋

が
ご
と
し
」
と
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
如

是

」
（
こ
の
よ
う
で
あ
る
）
の
よ
う

シレ

ク
ノ

に
、
指
示
の
副
詞
「
か
く
」
に
接
続
す
る
場
合
は
「
か
く
＋
の
ご
と
し
」
と
読
む
。

代
名
詞
「
我
」
「

汝

」
な
ど
の
場
合
は
、
「
わ
れ
の
ご
と
し
」
「
な
ん
ぢ
の
ご
と

な
ん
ぢ

し
」
以
外
に
、
「
わ
が
ご
と
し
」
「
な
ん
ぢ
が
ご
と
し
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

読
み
は
や
や
一
定
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

主
語

述
語

目
的
語

浮

生

若

夢
。

（
李
白
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
）

ハ

シ
レ

ノ

▼
浮
生
は
夢
の
ご
と
し
。

ふ

せ
い

ゆ
め

▽
は
か
な
い
人
生
は
夢
の
よ
う
で
あ
る
。

「
若

」
も
「
如
」
と
同
じ
く
「
従
順
で
あ
る
」
が
本
義
の
字
。
そ
こ
か
ら
類
似
・

ご
と
シ

シ

同
等
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
動
詞
。
こ
こ
で
は
は
か
な
い
状
態
が
「
夢
」
と
同
様
で

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
訓
読
に
つ
い
て
も
「
如
」
と
同
じ
。

シ
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主
語

述
語

目
的
語

過

猶

不

及
。

（
論
語
・
先
進
）

ギ
タ
ル
ハ

ホシ
レ

ル
ガレ

バ

▼
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
。

す

な

お
よ

▽
行
き
過
ぎ
て
い
る
の
は
及
ば
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

弟
子
の
子
貢
に
、
若
手
の
弟
子
の
子
夏
と
子
張
の
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
問
わ

れ
た
孔
子
が
、
子
張
は
「
行
き
過
ぎ
て
い
る
」
、
子
夏
は
「
及
ば
な
い
」
と
答
え
る
。

と
い
う
こ
と
は
子
張
の
方
が
優
れ
て
い
る
の
か
と
の
さ
ら
な
る
子
貢
の
問
い
に
孔
子

が
答
え
た
言
葉
。

「
猶

」
も
類
似
・
同
等
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
動
詞
。
「
猶
」
は
「
猿
に
似
た
動

な
ホ

ご
と
シ

物
」
で
、
猿
に
似
る
か
ら
類
似
を
表
す
と
も
い
う
が
、
な
に
ゆ
え
こ
の
意
味
を
表
す

か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
こ
で
は
程
よ
さ
を
欠
く
点
に
お

い
て
同
様
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

訓
読
で
は
、
「
な
ホ
～
ノ
ご
と
シ
」
ま
た
は
「
な
ホ
～
（
ス
ル
）
ガ
ご
と
シ
」
と

読
み
、
再
読
文
字
と
し
て
扱
う
。
だ
が
、
別
に
特
殊
な
漢
字
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

日
本
で
の
読
み
の
習
慣
に
過
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
中
国
語
で
二
度
読
み
は
し
な
い
。

な
お
、
「
由

」
（
な
ホ
～
ノ
ご
と
シ
）
も
「
猶
」
と
音
が
通
じ
（
あ
る
い
は
、
「

な
ホ

ご
と
シ

猶
」
が
「
由
」
に
通
じ
）
、
同
じ
意
味
の
動
詞
で
、
再
読
文
字
と
し
て
扱
う
。

④
修
飾
語

（
連
体
修
飾
語
・
連
用
修
飾
語
）

語
や
語
句
に
対
し
て
、
そ
の
表
す
意
味
を
限
定
し
た
り
説
明
す
る
た
め
に

付
加
さ
れ
る
語
や
語
句
を
修
飾
語
と
い
う
。
修
飾
語
は
三
つ
の
成
分
に
大
別

さ
れ
る
。

名
詞
や
名
詞
句
を
修
飾
す
る
も
の
を
連
体
修
飾
語
、
形
容
詞
や
動
詞
を
修

飾
す
る
も
の
を
連
用
修
飾
語
と
呼
ぶ
。
こ
の
二
つ
の
修
飾
語
は
修
飾
さ
れ
る

語
（
被
修
飾
語
）
の
前
に
置
か
れ
る
。
中
国
で
は
連
体
修
飾
語
を
定
語
（
後

の
体
言
を
限
定
修
飾
す
る
語
）
、
連
用
修
飾
語
を
状
語
（
後
の
用
言
の
状
況

を
示
す
語
）
と
呼
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
文
の
成
分
と
し
、
次
項
の
補
語
と
区

別
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
項
で
詳
述
す
る
が
、
被
修
飾
語
に
前
置
す
る
連
体
修
飾
語
や
連

用
修
飾
語
と
は
別
に
、
述
語
や
述
語
構
造
（
述
語
＋
目
的
語
）
の
後
に
置
か

れ
て
後
か
ら
前
の
述
語
を
修
飾
す
る
語
や
語
句
が
あ
る
。
こ
れ
を
補
語
と
呼

ほ

ご

ぶ
。
す
な
わ
ち
後
置
修
飾
語
で
あ
る
。

※

連
用
修
飾
語
と
い
う
用
語
は
、
文
字
通
り
「
用
言
に
連
な
っ
て
修
飾
す
る
語
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
後
述
す
る
補
語
も
、
述
語
や
述
語
構
造
の

後
に
置
か
れ
て
述
語
を
修
飾
す
る
働
き
で
あ
る
た
め
、
連
用
修
飾
語
の
定
義
の
中
に

含
ま
れ
て
し
ま
う
。
と
は
い
え
、
わ
ざ
わ
ざ
前
置
連
用
修
飾
語
と
す
る
の
も
煩
わ
し

い
。
本
書
で
用
い
て
い
る
連
用
修
飾
語
と
は
、
副
詞
な
ど
「
述
語
に
前
置
さ
れ
る
連

用
修
飾
語
」
の
意
味
で
あ
る
と
了
解
し
て
ほ
し
い
。
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こ
れ
ら
の
修
飾
関
係
を
図
に
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
被
修
飾
語
に
前
置
す
る
修
飾
関
係
〕

連
体
修
飾
語

連
用
修
飾
語

連
体
修
飾
語

主
語
（
名
詞
）
＋

述
語
（
※
目
的
語
を
と
る
場
合
は
動
詞
）

＋

目
的
語
（
名
詞
）
＋

補
語

〔
述
語
に
後
置
す
る
修
飾
関
係
〕

※

述
語
に
は
動
詞
、
形
容
詞
、
名
詞
が
用
い
ら
れ
る
が
、
目
的
語
を
と
る
時
は
動
詞
に
な
る
。

実
際
の
漢
文
は
、
た
と
え
ば
他
に
名
詞
述
語
を
連
体
修
飾
す
る
構
造
が
あ

る
な
ど
、
右
の
図
で
す
べ
て
を
言
い
尽
く
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
お
ま

か
な
位
置
づ
け
を
表
し
た
も
の
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

こ
こ
で
は
連
体
修
飾
語
（
定
語
）
と
連
用
修
飾
語
（
状
語
）
に
つ
い
て
、

簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

連
体
修
飾

修
飾
語

被
修
飾
語

白

雲
。

キ▼
白
き
雲
。

し
ろ

く
も

▽
白
い
雲
。

形
容
詞
「
白
」
が
名
詞
「
雲
」
を
連
体
修
飾
す
る
関
係
な
の
で
、
こ
の
語
順
に
な

シ

る
。
「
雲
」
は
「
雲
」
で
も
「
白
い
雲
」
だ
と
限
定
し
て
修
飾
し
て
い
る
わ
け
だ
。

連
体
修
飾

連
用
修
飾

連
体
修
飾

修
飾
語

被
修
飾
語

修
飾
語

被
修
飾
語

修
飾
語

被
修
飾
語

軽

舟

已

過

万

重

山
。

（
李
白
「
早
発
白
帝
城
」
）

ニ

グ
二

ノ

ヲ
一

▼
軽
舟
已
に
万

重

の
山
を
過
ぐ
。

け
い
し
う
す
で

ば
ん
ち
よ
う

や
ま

す

▽
軽
い
舟
は
す
で
に
幾
重
も
の
山
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

形
容
詞
「
軽
」
が
名
詞
「
舟
」
を
、
数
量
詞
「
万

重
」
が
名
詞
「
山
」
を
連
体
修

シ

飾
し
て
い
る
。
ま
た
、
副
詞
「
已
」
は
述
語
「
過
」
を
連
用
修
飾
し
て
「
過
」
の
状

ニ

グ

グ

況
が
完
了
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
修
飾
語
は
被
修
飾
語
に
前
置
さ
れ

て
い
る
。連

用
修
飾

修
飾
語

被
修
飾
語

妻

不

下

機
。

（
十
八
史
略
・
春
秋
戦
国
・
趙
）

ハ

レ

ラ
レ

ヲ

▼
妻
は
機
を
下
ら
ず
。

つ
ま

は
た

く
だ

▽
妻
は
は
た
お
り
機
を
下
り
な
い
。

否
定
を
表
す
副
詞
「
不
」
が
述
語
動
詞
「
下
」
を
連
用
修
飾
し
て
い
る
。
「
不
」

ル

は
訓
読
で
「
ず
」
と
打
消
の
助
動
詞
と
し
て
読
む
た
め
に
、
修
飾
語
で
あ
る
と
は
理
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解
し
に
く
い
が
、
古
典
中
国
語
で
は
、
「
不
」
は
動
詞
や
形
容
詞
な
ど
を
連
用
修
飾

し
て
「
～
し
な
い
・
～
で
な
い
」
と
い
う
否
定
的
状
況
を
示
す
副
詞
で
あ
る
。

連
用
修
飾

修
飾
語

被
修
飾
語

以

子

之

矛

陥

子

之

楯
。

（
韓
非
子
・
難
一
）

テ
二

ヲ
一

ス
二

ヲ
一

▼
子
の
矛
を
以
て
子
の
楯
を
陥
す
。

し

ほ
こ

も
つ

し

た
て

と
ほ

▽
あ
な
た
の
矛
で
あ
な
た
の
盾
を
突
き
通
す
。

修
飾
語
は
単
語
の
み
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
例
で
は
、
「
以

子

之

矛

」
と
い

テ二

ヲ一

う
前
置
詞
句
が
前
に
置
か
れ
て
「
陥
」
を
連
用
修
飾
し
て
い
る
。
前
置
詞
句
に
つ
い

ス

て
は
後
述
す
る
が
、
述
語
の
前
に
置
か
れ
た
時
は
、
副
詞
と
同
じ
位
置
、
同
じ
働
き

で
連
用
修
飾
語
と
し
て
述
語
を
修
飾
す
る
。

以
上
の
例
の
よ
う
に
、
漢
文
で
は
連
体
修
飾
語
や
連
用
修
飾
語
は
常
に
被

修
飾
語
の
前
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
ほ
し
い
。

⑤
補
語

補
語
と
は
、
修
飾
語
の
う
ち
、
主
に
動
詞
・
形
容
詞
性
の
述
語
や
述
語
構

造
（
述
語
＋
目
的
語
）
の
後
に
置
か
れ
て
、
述
語
に
対
し
て
状
況
を
補
い
補

足
修
飾
す
る
語
ま
た
は
語
句
で
、
い
わ
ば
後
置
修
飾
成
分
で
あ
る
。
よ
く
「

漢
文
は
、
日
本
語
と
同
じ
よ
う
に
、
修
飾
語
は
常
に
被
修
飾
語
の
前
に
置
か

れ
る
」
と
学
校
の
授
業
等
で
は
説
か
れ
、
そ
の
こ
と
自
体
は
誤
っ
て
は
い
な

い
が
、
連
体
修
飾
語
や
連
用
修
飾
語
は
確
か
に
述
語
に
前
置
す
る
も
の
の
、

実
は
そ
れ
と
は
別
に
、
述
語
や
述
語
構
造
の
後
に
置
か
れ
る
修
飾
成
分
も
あ

る
の
だ
。

た
と
え
ば
「
不

食

三

日

」
と
い
う
文
の
場
合
、
も
と
も
と
の
成
り

ル
コ
ト

レ

ラ
ハ

ナ
リ

立
ち
自
体
は
「
食
べ
な
い
こ
と
が
三
日
で
あ
る
」
と
い
う
主
述
構
造
で
あ
っ

た
ろ
う
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
三
日
間
食
べ
な
い
」
と
意
味
的
に
等
価
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
に
述
語
の
後
に
置
か
れ
る
「
三
日
」
は
、
「
食
べ
な
い
」

に
対
し
て
そ
の
状
況
を
補
足
す
る
働
き
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
成
分
を
補
語
と
し
て
、
述
語
に
後
置
さ
れ
る
修
飾
成
分
と
み
な
す
わ
け
だ
。

後
置
修
飾

述
語

補
語

（
趙

王
）

斎

戒

五

日
。

（
史
記
・
廉
頗
藺
相
如
列
伝
）

ス
ル
コ
ト

ナ
リ

▼
（
趙
王
）
斎
戒
す
る
こ
と
五
日
な
り
。

て
う
わ
う

さ
い
か
い

ご

に
ち
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▽
（
趙
王
は
）
五
日
間
身
を
清
め
た
。

訓
読
か
ら
は
「
身
を
清
め
る
こ
と
が
五
日
で
あ
っ
た
」
と
い
う
主
述
文
の
よ
う
に

見
え
る
し
、
日
本
語
訳
と
し
て
不
自
然
で
な
け
れ
ば
、
別
に
そ
の
よ
う
に
訳
し
て
も

よ
い
。
し
か
し
、
漢
文
の
構
造
と
し
て
は
、
「
五

日
」
は
述
語
「
斎

戒
」
（
身
を

ス

清
め
る
）
に
対
し
て
、
そ
の
状
況
を
補
足
修
飾
す
る
補
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
五
日

間
身
を
清
め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
五

日
」
は
述
語
「
斎

戒
」
を
後
置
修

ス

飾
し
て
い
る
の
だ
。
た
だ
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
～
す
る
こ
と
…
だ
」
と
い

う
表
現
は
、
漢
文
訓
読
体
か
ら
日
本
語
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
普
通
に
見
ら
れ
る

表
現
な
の
で
、
あ
え
て
ひ
っ
く
り
返
し
て
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

述
語
に
意
味
を
補
充
す
る

述
語

前
置
詞
句

（
竇

建

徳
）
遺

秦

王

以

書
。
（
新
唐
書
・
竇
建
徳
列
伝
）

ル
ニ二

ニ
一

テ
スレ

ヲ

▼
（
竇
建
徳
）
秦
王
に
遺
る
に
書
を
以
て
す
。

と
う
け
ん
と
く

し
ん
わ
う

お
く

し
よ

も
つ

▽
（
竇
建
徳
が
）
秦
王
に
文
書
を
送
っ
た
。

「
以
」
は
、
こ
こ
で
は
訓
読
の
習
慣
で
「
以
て
す
」
と
日
本
語
の
動
詞
と
し
て
読

ん
で
い
る
が
、
語
法
的
に
は
「
～
を
」
と
い
う
対
象
の
意
味
を
表
す
前
置
詞
で
あ
る
。

前
置
詞
は
も
と
動
詞
で
あ
る
が
、
す
で
に
具
体
的
な
意
味
を
欠
き
、
形
式
的
な
意
味

の
み
を
表
す
特
別
な
動
詞
と
も
い
え
る
。
「
（
竇

建

徳
）
遺

秦

王

」
（
竇
建

ル二

ニ一

徳
が
送
る
）
で
も
文
と
し
て
は
成
立
す
る
が
、
「
以

書
」
を
述
語
「
遺
」
の
後
に

テ
ス

レ

ヲ

ル

置
く
こ
と
で
、
「
文
書
を
」
と
い
う
意
味
を
述
語
に
対
し
て
補
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
を
後
置
修
飾
と
考
え
れ
ば
、
補
語
と
も
い
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
前
置
詞
句

に
つ
い
て
は
、
後
章
で
詳
述
す
る
。

補
語
は
そ
の
働
き
か
ら
、
程
度
補
語
・
数
量
補
語
・
状
態
補
語
・
方
向
補

語
・
結
果
補
語
・
可
能
補
語
に
分
類
し
て
説
明
さ
れ
る
。

ア
、
程
度
を
示
す
補
語
（
程
度
補
語
）

述
語
の
程
度
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
を
補
足
す
る
。
程
度
補
語
に
は
、

述
語
が
目
的
語
を
と
る
時
、
述
語
構
造
の
後
に
置
か
れ
る
場
合
と
、
述
語
の

直
後
に
置
か
れ
て
、
あ
た
か
も
熟
語
の
よ
う
な
形
を
と
る
場
合
と
が
あ
る
。

Ａ

Ｂ

甚
。

（
ノ
）

ス
ル
コ
ト

ダ
シ

▼
Ａ
（
の
）
Ｂ
す
る
こ
と

甚

だ
し
。

は
な
は

▽
Ａ
が
大
変
〔
と
て
も
〕
Ｂ
す
る
。

述
語

補
語

君

美

甚
。

（
戦
国
策
・
斉
一
）

ナ
ル
コ
ト

ダ
シ

▼
君
美
な
る
こ
と

甚

だ
し
。

き
み

び

は
な
は

▽
あ
な
た
は
大
変
美
し
い
。

「
甚

」
は
、
形
容
詞
述
語
「
美

」
の
程
度
を
補
足
す
る
程
度
補
語
だ
。
こ
れ
は

ダ
シ

ナ
リ

副
詞
「
甚
」
が
補
語
と
し
て
述
語
に
後
置
さ
れ
た
も
の
で
、
意
味
的
に
は
「
君

甚

ダ

ダ
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美

」
と
同
じ
に
な
る
。
訓
読
か
ら
は
、
主
語
「
君

美

」
＋
述
語
「
甚

」
の

ナ
リ

ナ
ル
コ
ト
（
ハ
）

ダ
シ

文
に
見
え
、
そ
の
ま
ま
「
あ
な
た
が
美
し
い
こ
と
は
甚
だ
し
い
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
「
甚

」
は
述
語
を
修
飾
す
る
補
語
な
の
で
、
日
本
語
訳
が
不
自
然
に

ダ
シ

感
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
「
あ
な
た
は
大
変
美
し
い
」
と
訳
せ
ば
よ
い
。

述
語

補
語

笑
─

殺

邯

鄲

人
。

（
李
白
「
古
風
五
十
九
首
・
其
三
十
五
」
）

二

ス

ノ

ヲ
一

▼
邯
鄲
の
人
を
笑
殺
す
。

か
ん
た
ん

ひ
と

せ
う
さ
つ

▽
邯
鄲
の
人
を
大
い
に
笑
わ
せ
る
。

「
殺
」
は
、
述
語
「
笑
」
を
補
足
し
、
「
笑
う
」
程
度
が
極
端
に
甚
だ
し
い
こ
と

フ

を
表
す
程
度
補
語
。
「
笑
い
殺
す
」
の
意
味
で
は
な
い
。
副
詞
と
し
て
述
語
に
前
置

さ
れ
る
場
合
は
「
殺

」
と
読
む
。
補
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
時
は
多
く
動
詞
や
形

は
な
は
ダ

容
詞
の
直
後
に
置
か
れ
、
目
的
語
を
伴
う
文
で
目
的
語
の
後
に
置
か
れ
る
こ
と
は
普

通
は
な
い
。

程
度
補
語
の
「
殺
」
は
、
他
に
「
愁

殺
」
「
狂

殺
」
「
恨

殺
」
「
笑

殺
」
等

の
形
で
も
用
い
ら
れ
、
日
本
語
に
も
「
悩

殺
」
（
大
変
悩
ま
す
）
「
忙

殺
」
（
非
常

に
忙
し
い
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
程
度
補
語
の
働
き
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
殺
」

の
異
体
字
の
「
煞
」
も
、
同
じ
働
き
で
用
い
ら
れ
る
。
「
殺
」
の
字
は
、
「
ほ
こ
で

人
を
殺
し

屍

に
す
る
」
が
原
義
だ
が
、
そ
の
荒
々
し
さ
、
も
の
す
ご
さ
か
ら
生
ま

し
か
ば
ね

れ
た
働
き
で
あ
ろ
う
か
。

イ
、
数
量
・
期
間
・
回
数
な
ど
を
示
す
補
語
（
数
量
補
語
）

述
語
の
数
量
や
、
述
語
が
述
べ
る
こ
と
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
や
回
数
行

わ
れ
る
か
を
補
足
す
る
。

Ａ

Ｂ

Ｃ
。

（
ノ
）

ス
ル
コ
ト

ナ
リ

▼
Ａ
（
の
）
Ｂ
す
る
こ
と
Ｃ
な
り
。

▽
Ａ
が
Ｃ
ほ
ど
〔
の
期
間
・
回
〕
Ｂ
す
る
。

→
自
然
な
文
意
に
な
る
よ
う
に
柔
軟
に
訳
せ
ば
よ
い
。

述
語

補
語

余

不

食

三

日

矣
。

（
国
語
・
呉
語
）

ル
コ
ト

レ

ラ
ハ

ナ
リ

▼
余
食
ら
は
ざ
る
こ
と
三
日
な
り
。

よ

く

さ
ん
に
ち

▽
私
は
三
日
食
べ
て
い
な
い
。

「
三

日
」
は
、
述
語
「
不

食

」
の
期
間
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
を
補
足
す

レ

ラ
ハ

る
数
量
補
語
。
「
三

日
」
は
「
不

食

」
を
修
飾
し
て
い
る
の
で
、
読
み
の
ま

レ

ラ
ハ

ま
に
「
食
べ
な
い
こ
と
が
三
日
で
あ
る
」
な
ど
と
不
自
然
に
訳
す
よ
り
は
、
「
三
日

食
べ
て
い
な
い
」
と
訳
す
方
が
日
本
語
と
し
て
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

述
語
構
造

補
語

周

公

行

政

七

年
。

（
史
記
・
周
本
紀
）

フ
コ
ト

レ

ヲ

ナ
リ

▼
周
公

政

を

行

ふ
こ
と
七
年
な
り
。

し
う
こ
う
ま
つ
り
ご
と

お
こ
な

し
ち
ね
ん
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▽
周
公
は
七
年
間
政
治
を
行
っ
た
。

述
語
構
造
「
行

政
」
の
後
に
数
量
補
語
「
七

年
」
が
置
か
れ
、
政
治
を
行
っ
た

フレ

ヲ

期
間
を
補
足
し
て
い
る
。
補
語
は
こ
の
よ
う
に
述
語
構
造
に
後
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
だ
。
こ
の
文
も
や
は
り
「
政
治
を
行
う
こ
と
が
七
年
間
で
あ
っ
た
」
と
訳
す
の

が
不
自
然
な
ら
、
「
七
年
間
政
治
を
行
っ
た
」
と
訳
せ
ば
よ
い
。

述
語

補
語

一

日

行

千

里
。

（
史
記
・
項
羽
本
紀
）

ク
コ
ト

ナ
リ

▼
一
日
行
く
こ
と
千
里
な
り
。

い
ち
に
ち

ゆ

せ
ん

り

▽
一
日
に
千
里
行
く
。

「
千

里
」
は
、
述
語
「
行
」
の
距
離
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
を
示
す
数
量
補
語
。

ク

こ
の
例
も
前
の
二
例
と
同
様
、
「
千
里
行
く
」
と
自
然
な
訳
に
す
れ
ば
よ
い
し
、
「

一
日
に
行
く
こ
と
千
里
で
あ
っ
た
」
と
古
風
な
文
体
で
訳
す
の
も
、
そ
れ
は
ま
た
そ

れ
で
よ
し
。

ち
な
み
に
一
日
に
千
里
行
く
馬
を
「
千
里
馬
」
と
い
い
、
名
馬
の
代
名
詞
で
あ
る
。

述
語
構
造

補
語

漢

軍

囲

之

数

重
。

（
史
記
・
項
羽
本
紀
）

ム
コ
ト

レ

ヲ

ナ
リ

▼
漢
軍
之
を
囲
む
こ
と
数

重

な
り
。

か
ん
ぐ
ん
こ
れ

か
こ

す
う
ち
よ
う

▽
漢
軍
は
こ
れ
を
何
重
に
も
取
り
囲
ん
だ
。

数
量
補
語
「
数

重

」
が
述
語
構
造
「
囲

之
」
の
後
に
置
か
れ
、
述
語
「
囲
」

ナ
リ

ムレ

ヲ

ム

こ
と
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
を
補
足
し
て
い
る
。
「
こ
れ
を
取
り
囲
む
こ
と
が
何

重
で
あ
っ
た
」
よ
り
、
「
こ
れ
を
何
重
に
も
取
り
囲
ん
だ
」
と
す
る
方
が
日
本
語
訳

と
し
て
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

ウ
、
状
態
・
状
況
・
様
子
を
示
す
補
語
（
状
態
補
語
）

補
語
と
し
て
述
語
の
後
に
置
か
れ
、
述
語
の
状
態
や
状
況
が
ど
の
よ
う
で

あ
る
か
を
補
足
す
る
。
中
国
で
は
様
態
補
語
と
も
呼
ぶ
。

よ
う
た
い

Ａ

Ｂ

Ｃ
。

（
ノ
）

ス
ル
コ
ト

（
ナ
リ
）

▼
Ａ
（
の
）
Ｂ
す
る
こ
と
Ｃ
（
な
り
）
。

▽
Ａ
が
Ｃ
の
よ
う
に
Ｂ
す
る
。

→
自
然
な
文
意
に
な
る
よ
う
に
柔
軟
に
訳
せ
ば
よ
い
。

述
語
構
造

補
語

公

子

遇

臣

厚
。

（
史
記
・
魏
公
子
列
伝
）

ス
ル
コ
ト

レ

シ

▼
公
子
臣
を
遇
す
る
こ
と
厚
し
。

こ
う

し

し
ん

ぐ
う

あ
つ

▽
あ
な
た
様
は
私
を
手
厚
く
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
厚
」
は
、
述
語
「
遇
」
（
扱
う
）
こ
と
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
補
足
す
る

シ

ス

状
態
補
語
。
主
述
文
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
も
「
臣
を
遇
す
る
こ
と
が
手

厚
か
っ
た
」
と
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
厚
」
が
「
遇
」
を
補

シ

ス
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語
と
し
て
後
置
修
飾
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
手
厚
く
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
た
」
で
よ

い
。

Ａ

Ｂ

如

Ｃ
。

（
ノ
）

ス
ル
コ
ト

シレ

ノ

▼
Ａ
（
の
）
Ｂ
す
る
こ
と
Ｃ
の
ご
と
し
。

．
．

▽
Ａ
が
Ｃ
の
よ
う
に
Ｂ
す
る
。

述
語
構
造

補
語

人

疾

之

如

讎

敵
。

（
顔
氏
家
訓
・
勉
学
）

ム
コ
ト

レ

ヲ

シ
二

ノ
一

▼
人
之
を
疾
む
こ
と
讎
敵
の
ご
と
し
。

ひ
と
こ
れ

に
く

し
う
て
き

▽
人
は
こ
れ
を
仇
か
た
き
の
よ
う
に
憎
む
。

「
如

～
」
と
い
う
句
が
述
語
の
状
態
補
語
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
漢
文
で
は
頻

シレ

ノ

繁
に
用
い
ら
れ
る
形
だ
。
「
Ａ

如

Ｂ
」
（
Ａ
は
Ｂ
と
同
じ
で
あ
る
・
Ａ
は
Ｂ
の
よ

ハ

シレ

ノ

う
で
あ
る
）
と
い
う
判
断
文
と
は
異
な
り
、
補
語
「
如

～
」
は
、
述
語
の
状
態
を

シレ

ノ

示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
如

讎

敵

」
が
「
疾
」
の
状
態
を
表
し
て
い
る
の
だ
。

シ二

ノ一

ム

「
仇
か
た
き
の
よ
う
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
。
そ
の
ま
ま
「
こ
れ
を
憎
む
こ
と
が
仇

か
た
き
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
訳
し
て
も
構
わ
な
い
が
、
「
仇
か
た
き
の
よ
う
に
憎

む
」
と
訳
し
て
問
題
な
い
。

エ
、
方
向
を
示
す
補
語
（
方
向
補
語
）

述
語
の
動
作
が
行
わ
れ
る
方
向
を
補
足
す
る
。
述
語
の
直
後
に
置
か
れ
て

熟
語
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
り
、
述
語
構
造
（
述
語
＋
目
的
語
）
の
後
に
置

か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
中
国
で
は
趨
向
補
語
と
呼
ぶ
。

す
う
こ
う

述
語

補
語

苫

草

屋

梁

皆

飛

起
。

（
閲
微
草
堂
筆
記
・
巻
四
）

ス

▼
苫
草
屋

梁

皆
飛
起
す
。

せ
ん
さ
う
を
く
り
や
う
み
な

ひ

き

▽
屋
根
を
ふ
く
草
も
屋
根
も
み
な
吹
き
飛
ん
だ
。

方
向
補
語
は
動
作
行
為
の
行
わ
れ
る
方
向
を
表
す
。
「
飛

起
」
は
一
つ
の
動
詞
の

ス

よ
う
に
読
む
が
、
「
起
」
は
下
か
ら
上
へ
向
け
て
動
作
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
表
す
方

向
補
語
。
火
薬
の
爆
発
に
よ
っ
て
屋
根
が
上
へ
吹
き
飛
ん
だ
方
向
を
表
し
た
も
の
。

述
語
構
造

補
語

吾

欲

銜

汝

去
、

口

噤

不

能

開
。

ス
レ
ド
モ

二

ヘ
レ

ヲ

ラ
ン
ト

一

ミ
テ

レ

ハ
レ

ク
コ
ト

（
玉
台
新
詠
・
巻
一
・
「
双
白
鵠
」
）

▼
吾

汝

を
銜
へ
去
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
口
噤
み
て
開
く
こ
と
能
は

わ
れ
な
ん
ぢ

く
は

さ

ほ
つ

く
ち
つ
ぐ

ひ
ら

あ
た

ず
。

▽
私
は
あ
な
た
を
く
わ
え
て
行
き
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
口
が
閉
じ

て
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

方
向
補
語
「
去
」
は
、
「
～
し
て
行
く
」
な
ど
の
動
作
行
為
の
方
向
を
表
す
。
こ

ル

の
例
で
は
述
語
構
造
「
銜

汝
」
（
あ
な
た
を
く
わ
え
る
）
の
後
に
置
か
れ
て
い
る

フレ

ヲ
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が
、
「
銜
─

去

汝

」
の
よ
う
に
、
述
語
の
直
後
に
置
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。

ヘ二

ル

ヲ一

述
語

補
語

馳
─

下

峻

山
。

（
史
記
・
袁
盎
晁
錯
列
伝
）

セ
二

ル

ヲ
一

▼

峻

山
を
馳
せ
下
る
。

し
ゆ
ん
ざ
ん

は

く
だ

▽
峻
山
を
馬
で
駆
け
下
り
る
。

「
馳

下
」
も
一
つ
の
動
詞
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
下
」
は
下
へ
向
か
っ
て
の
動

セ

ル

き
を
表
す
方
向
補
語
だ
。

方
向
補
語
が
述
語
の
直
後
に
用
い
ら
れ
る
時
、
た
と
え
ば
「
馳

下
」
（

セ

ル

駆
け
下
り
る
）
や
「
飛

去
」
（
飛
ん
で
い
く
）
な
ど
は
一
つ
の
複
合
動
詞
あ
る

ビ

ル

い
は
熟
語
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
な
り
た
ち
自
体
は
こ
の
よ
う
な
補
語
の
用

い
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。

オ
、
結
果
を
示
す
補
語
（
結
果
補
語
）

結
果
補
語
は
、
述
語
や
述
語
構
造
の
後
に
置
か
れ
、
動
作
の
結
果
ど
う
な

る
か
を
補
足
す
る
。
述
語
の
直
後
に
置
か
れ
熟
語
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。

述
語

補
語

人

民

餓

死
。

（
幽
明
録
）

ヱ
テ

ス

▼
人
民
餓
ゑ
て
死
す
。

じ
ん
み
ん

う

し

▽
人
民
は
飢
え
て
死
ん
だ
。

「
餓

死
」
は
実
際
一
つ
の
熟
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
動
詞
だ
が
、
「
餓
」
え
た
結

ス

果
「
死
ぬ
」
の
意
。
「
死

餓
」
と
は
い
わ
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

に
述
語
の
結
果
、
何
が
起
こ
る
か
を
示
す
の
が
結
果
補
語
だ
。

述
語

補
語

釣
─

得

一

巨

魚
。

（
太
平
広
記
・
水
族
四
）

リ
二

タ
リ

ヲ
一

▼
一
巨
魚
を
釣
り
得
た
り
。

い
ち
き
よ
ぎ
よ

つ

え

▽
一
匹
の
巨
大
な
魚
を
釣
っ
た
。

「
得
」
が
結
果
補
語
。
「
釣
」
と
い
う
行
為
の
結
果
、
巨
魚
を
「
得
」
た
と
い
う

ル

こ
と
を
表
す
わ
け
だ
。
「
得
」
は
次
の
可
能
補
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の

例
文
は
「
釣
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

な
お
、
こ
の
文
は
「
釣

得

一

巨

魚

」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
訓

リ
テ

タ
リ

二

ヲ一

読
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
「
得
」
の
結
果
補
語
と
し
て
の
働
き
が
変
わ
る
わ
け
で
は

な
い
。
漢
文
の
構
造
と
訓
読
は
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

述
語
構
造

補
語

春

風

復

多

情
、
吹

我

羅

裳

開
。

タ

ク
レ

キ
テ二

ガ

ヲ
一

ク

（
楽
府
詩
集
・
清
商
曲
辞
一
・
「
子
夜
四
時
歌
七
十
五
首
」
）

▼

春

風
復
た

情

多
く
、
我
が
羅

裳

を
吹
き
て
開
く
。

し
ゆ
ん
ぷ
う

ま

じ
や
う
お
ほ

わ

ら

し
や
う

ふ

ひ
ら

▽
春
風
は
さ
ら
に
情
愛
が
深
く
、
私
の
薄
ぎ
ぬ
の
裳
裾
を
吹
き
開
く
。

も

す
そ
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「
開
」
が
結
果
補
語
。
春
風
が
裳
裾
を
「
吹
」
と
い
う
行
為
の
結
果
、
裳
裾
が
開

ク

ク

く
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
結
果
補
語
が
述
語
構
造
（
述
語
＋
目
的
語
）
の
後
に
置
か
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

カ
、
可
能
を
示
す
補
語
（
可
能
補
語
）

可
能
補
語
は
、
述
語
の
動
作
行
為
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
補
足
す
る
。
「

得
」
が
代
表
的
だ
が
、
反
語
表
現
ま
た
は
仮
定
や
譲
歩
表
現
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。

Ａ
（
何

〔
誰

〕
）
Ｂ

得
。

ゾ

た
れ
カ

シ

ン

▼
Ａ
（
何
ぞ
〔
誰
か
〕
）
Ｂ
し
得
ん
。

な
ん

た
れ

え

▽
Ａ
は
（
ど
う
し
て
〔
誰
が
〕
Ｂ
で
き
よ
う
か
。

→
「
何

」
「
誰

」
な
ど
の
反
語
副
詞
や
疑
問
代
詞
が
伴
う
こ
と
が
多
い
。

ゾ

カ

述
語

補
語

蒼

天

変

化

誰

料

得
。

（
杜
甫
「
杜
鵑
行
」
）

ノ

ハ

カ

リ

ン

▼
蒼
天
の
変
化
は
誰
か
料
り
得
ん
。

さ
う
て
ん

へ
ん
く
わ

た
れ

は
か

え

▽
青
空
の
変
化
（
＝
天
の

理

）
は
誰
が
予
測
し
得
よ
う
か
。
（
い
や
、

こ
と
わ
り

誰
も
予
測
し
得
な
い
。
）

「
得
」
は
可
能
補
語
と
し
て
述
語
「
料
」
の
後
に
置
か
れ
、
可
能
の
意
味
を
添
え

ル

る
。
こ
の
例
の
場
合
は
、
疑
問
代
詞
「
誰
」
と
併
用
さ
れ
て
反
語
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
不
可
能
を
表
す
場
合
は
、
「
不

得
」
の
形
を
と
っ
て
補
語
と
な
り
、
右
の
例

な
ら
「
料

不

得
」
（
予
測
し
得
な
い
）
と
な
る
。

リ

レ

如

Ａ

得
、
～

・

若

Ａ

得
、
～

シ

シ

バ

シ

シ

バ

▼
如
し
〔
若
し
〕
Ａ
し
得
ば
、
～

も

も

え

▽
も
し
Ａ
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
～

→
通
常
「
如

」
「
若

」
な
ど
の
仮
定
の
接
続
詞
や
、
「
縦
使

」
な
ど
の
譲
歩
の
接
続

も
シ

も
シ

た

と
ヒ

詞
が
伴
う
。

述
語

補
語

如

人

在

百

丈

井

中
、
不

仮

寸

縄

出
─

得

シ

リ
テ二

ノ

ニ
一

シ
テレ

ラ
二

ヲ
一

ダ
シ二

バ

此

人
、
即

答

汝

西

来

意
。

（
祖
堂
集
・
十
六
）

ノ

ヲ
一

チ

ヘ
ン二

ニ

ノ

ヲ
一

▼
如
し
人

百

丈

の
井
中
に
在
り
て
、
寸

縄

を
仮
ら
ず
し
て
此
の
人

も

ひ
と
ひ
や
く
ぢ
や
う

せ
い
ち
う

あ

す
ん
じ
よ
う

か

こ

を
出
だ
し
得
ば
、

即

ち

汝

に
西
来
の
意
を
答
へ
ん
。

い

え

す
な
は

な
ん
ぢ

せ
い
ら
い

い

こ
た

▽
も
し
人
が
百
丈
の
深
さ
の
井
戸
の
中
に
い
て
、
（
あ
な
た
が
）
短
い

縄
も
借
り
ず
に
こ
の
人
を
救
い
出
せ
た
ら
、
す
ぐ
に
あ
な
た
に
（
私

が
）
西
か
ら
来
た
意
図
を
答
え
よ
う
。

こ
れ
は
仮
定
表
現
で
用
い
ら
れ
る
例
。
「
得
」
は
可
能
補
語
と
し
て
述
語
「
出

」
ダ
ス

の
後
に
置
か
れ
、
可
能
の
意
味
を
添
え
て
い
る
。
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以
上
、
補
語
の
働
き
に
つ
い
て
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
た
。
補
語
は
時

代
と
共
に
用
い
ら
れ
る
状
況
や
定
着
度
が
変
わ
っ
て
き
た
面
が
あ
り
、
古
漢

文
の
補
語
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
も
異
論
が
あ
る
。

漢
文
で
は
、
補
語
の
中
で
も
特
に
程
度
補
語
、
数
量
補
語
、
状
態
補
語
は

が
多
用
さ
れ
る
。
多
く
が
、
訓
読
で
は
「
～
す
る
こ
と

―
（
な
り
）
」
の

よ
う
に
、
「
主
語
＋
述
語
」
の
関
係
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
。

補
語
は
述
語
を
後
置
修
飾
す
る
が
、
必
ず
述
語
を
修
飾
す
る
よ
う
に
日
本
語

訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
の
日
本

語
表
現
の
中
に
も
、
「
迷
う
こ
と
三
日
」
「
誤
解
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
」
な

ど
と
い
う
言
い
回
し
は
、
漢
文
訓
読
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
日
本
語
の
中

に
定
着
し
て
い
る
。

訓
読
は
日
本
語
へ
の
翻
訳
作
業
だ
。
「
述
語
＋
補
語
」
の
構
造
を
、
訓
読

の
ま
ま
に
日
本
語
の
「
主
語
＋
述
語
」
の
よ
う
に
訳
す
方
が
自
然
な
ら
そ
れ

で
よ
い
し
、
逆
に
そ
の
ま
ま
訳
し
て
は
何
だ
か
お
か
し
な
日
本
語
表
現
に
な

る
よ
う
な
ら
、
本
来
の
構
造
に
し
た
が
っ
て
、
補
語
が
述
語
を
後
置
修
飾
す

る
よ
う
に
訳
せ
ば
よ
い
。
要
す
る
に
、
状
況
に
よ
っ
て
柔
軟
に
日
本
語
訳
す

れ
ば
よ
い
わ
け
だ
。

ま
た
、
方
向
補
語
や
結
果
補
語
は
一
つ
の
熟
語
と
し
て
読
む
こ
と
が
多
く
、

我
々
に
は
補
語
と
意
識
す
る
の
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
文
の
な
り
た
ち
を
理

解
す
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
事
細
か
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

◇
補
語
と
は
み
な
せ
な
い
形

一
見
し
て
補
語
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
、
構
造
的
に
は
実
は
補
語

と
は
い
え
な
い
形
式
が
あ
る
。
述
語
が
構
造
助
詞
な
ど
に
よ
っ
て
名
詞

化
し
て
い
る
時
に
は
そ
れ
を
主
語
と
み
な
し
、
補
語
に
あ
た
る
語
が
述

語
そ
の
も
の
に
な
る
。

示

之

者

三
。

（
史
記
・
項
羽
本
紀
）

ス
レ

ニ

タ
ビ
ス

▼
之
に
示
す
者
三
た
び
す
。

こ
れ

し
め

こ
と

み

▽
彼
に
見
せ
る
こ
と
が
三
度
で
あ
っ
た
。

「
示

之

者
」
は
、
名
詞
句
を
作
る
構
造
助
詞
「
者
」
に
よ
っ
て
「
彼
に
見

スレ

ニ

せ
る
こ
と
」
と
い
う
こ
と
が
ら
を
指
す
名
詞
句
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
示

スレ

之

者
」
は
、
文
の
先
頭
に
置
か
れ
た
名
詞
句
で
あ
り
、
主
語
で
あ
る
。
し
た
が

ニ
っ
て
「
三
」
は
そ
れ
に
対
す
る
述
語
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
示
」
の
補
語
に
は
な

ス

り
得
な
い
。
こ
の
名
詞
句
を
作
る
「
者
」
に
つ
い
て
は
、
構
造
助
詞
の
章
で
詳
説

す
る
。

な
お
、
右
の
例
は
、
も
し
「
示

之

三

」
で
あ
れ
ば
、
「
示

之
」
は
述
語

ス
コ
ト

レ

ニ

タ
ビ
ス

スレ

ニ

構
造
だ
か
ら
、
「
三
」
は
述
語
「
示
」
の
数
量
補
語
と
な
っ
て
述
語
「
示
」
を
後

ス

ス

置
修
飾
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
三
度
彼
に
示
し
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
訓
読

の
し
か
た
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
古
典
中
国
語
の
構
造
そ
の
も
の
が
異
な
る
か
ら

だ
。
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◇
述
語
に
後
置
さ
れ
る
前
置
詞
句
は
補
語
か
？

「
於

○
」
や
「
以

○
」
な
ど
、
述
語
に
後
置
さ
れ
た
前
置
詞
句
が

補
語
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
学
説

も
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
述
語
や
述
語
構
造
に
後
置
さ
れ
た

前
置
詞
句
が
述
語
に
意
味
を
補
う
と
い
う
点
で
、
補
語
の
よ
う
に
働
い

て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
前
置
詞
は
も
と
も
と
は
動
詞
で
あ
っ
た
も

の
が
具
体
的
な
意
味
を
失
い
、
形
式
的
な
意
味
だ
け
を
表
す
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
、
特
別
な
動
詞
と
も
い
え
る
。
こ
れ
が
目
的
語
を
伴
う
こ

と
に
よ
り
、
具
体
的
な
意
味
が
補
わ
れ
て
述
語
を
修
飾
す
る
。
た
と
え

ば
次
の
例
文
を
見
て
ほ
し
い
。

意
味
を
補
う

述
語

前
置
詞
句

漢

王

戦

〈
於

彭

城

〉
。

（
史
記
・
黥
布
列
伝
）

フ
二

ニ
一

▼
漢
王
彭

城

に

戦

ふ
。

か
ん
わ
う
は
う
じ
や
う

た
た
か

▽
漢
王
が
彭
城
で
戦
う
。

「
漢

王

戦

」
で
も
文
は
成
立
す
る
。
し
か
し
、
述
語
「
戦
」
の

フ

フ

後
に
「
於

彭

城
」
を
置
く
こ
と
で
、
「
漢

王

戦

於

彭

城

」

フ
コ
ト

テ
ス

二

ニ一

と
読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
「
戦

」
と
い
う
述
語
の
動
作
が
「
彭

フ

城
」
と
い
う
場
所
に
依
存
す
る
こ
と
を
「
於
」
が
補
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
「
於

彭

城
」
の
本
来
の
意
味
は
、
「
彭
城
（
と
い
う
場

所
）
で
す
る
」
で
あ
り
、
形
式
的
な
意
味
し
か
も
た
な
い
動
詞
「
於
」

が
「
彭

城
」
を
伴
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
意
味
を
帯
び
、
述
語
の
動

作
を
補
足
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
文
は
、

主
語
「
漢

王
」
＋
述
語
「
戦

於
」
＋
目
的
語
「
彭

城
」

の
構
造
と
も
い
え
る
。

し
か
し
現
在
、
中
国
の
語
法
学
で
は
、
こ
の
「
於

彭

城
」
を
前
置

詞
句
と
み
な
し
、
述
語
の
後
、
す
な
わ
ち
補
語
の
位
置
に
置
か
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
般
の
補
語
と
同
様
に
、
後
置
修
飾
の
成
分
と
し
て
機
能
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

本
書
も
こ
の
考
え
方
に
従
っ
て
お
く
。
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